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ひろしま菓子博2013における電動車いすの利用制限に関する

申し入れに対する回答の督促

　先般、4月24日付で「ひろしま菓子博2013における電動車いす使用者の利用制限に関する申し入れ」をお送りしたＤＰＩ日本会議です。その申し入れにおいて、私どもは、今回の菓子博において電動車いすの利用を制限するように至った経緯をあきらかにすることと、菓子博会場内で電動車いす使用者の自由な移動を保障することを求めました。また、この申し入れに対するご回答を4月末日までにお届け頂くよう、要請いたしました。

しかしながら、回答はまだいただいておりません。さらに申し入れを口頭でお伝えしようとした電話に対しては「担当者が場内に出ていて不在」の一点張りで、どんな問いかけに対しても口をつぐんだままという不誠実な姿勢に終始しています。この姿勢は私どもに対してのみならず、広島県内の障害者の権利擁護活動を実践している団体に対しても、同じように「責任者不在」を理由に一切を無視し、すべてをなかったこととして時間の経過を待つという非常に姑息な態度で臨まれています。今回貴実行委員会がとられた博覧会会場での電動車いすの使用制限は、障害者に対する不当な差別であり、早急に撤廃の措置が取られるべきものであると考えます。
私たちＤＰＩ日本会議は、先に申し入れた二点に対する回答を求めるとともに、至急菓子博会場内の電動車いすの自由な移動を認められるよう、改めて強くもうしいれます。誠実に対応してください。
